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“心豊かに育ってほしい”
落ち葉が赤や黄色，オレンジへと色を変え，園庭での遊びが一段と楽しい季節となり

ました。子どもたちも園庭を駆け巡り，それぞれの宝物を見付け「先生，見て見て」と
嬉しそうに見せてくれます。色とりどりの落ち葉やどんぐりなど秋の自然は子どもたち
にとっては“宝の山”。自然に触れながら遊ぶ中で，探求心や好
奇心をくすぐり，たくさんの発見や気付きを重ね，心豊かに育っ
てほしいと願っています。
また，気温が下がり乾燥してくるとインフルエンザや風邪等に

感染しやすくなります。その上，コロナもまだまだ油断はできま
せん。
園では手洗い・水分補給を習慣づけ，一人ひとりの体調に留意

しながら保育を進めていきたいと考えます。御家庭でも手洗いや
うがいを丁寧に行い，充分な休息をとるなど，規則正しい生活を
心掛けましょう。

“子育て中のあなたへのメッセージ”
【第７回】夢・理想

夢や理想は，できるだけ具体的に思い描いてください。我が子が一番輝く姿を夢
に描いて願ってください。そのときに大切なのは，我が子の力量をしっかり把握し，
その夢や理想が正しいかどうかを見極めることです。
もし，疑問を感じたりしたら，もう一度見直して，創り直せばいいのです。常に，

その時その時で，このようにありたいと思う自分や我が子を描いてください。

わたしが長男に思い描いた夢は「プロ野球選手」，次男は「珊瑚礁環境保全の研究
者」，長女は「バレーボール選手」でした。長女はまだ大学４年生ですが，楽しいバ
レーボールを続け，もっぱらアルバイトに勤しんでおります。
誰一人，わたしが思い描いた夢に向かっている者はいませ

ん。幾度となく本人たちと話し合う中で，修正を加えました。
親としてのエゴ（仕事による転勤）で連れ回したわたしが罪
滅ぼしの一つとしてできることは，子どもたちの気持ちを大
切にすることだと理解しているからです。
わたしは，自分の子どもたちは立派だと思います。親の思

い描いた夢ではなく，自分で描いた夢に向かって邁進してい
るからです。最後に残った長女の夢を実現させることが，わ
たしが思い描いている現在の夢です。

【園長からのお願い】
１ 朝８：４５までの登園に御協力ください。（１年間のお願いになります。）
２ 睡眠時間をしっかり確保してください。（眠そうな子を見かけます。）
３ 生活のリズムを整えましょう。（早寝・早起き・朝ごはん，休園日の過ごし方）
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